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法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
般
国
道
（
道
路

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三

条
第
二
号
に
規
定
す
る
一
般
国
道
を
い
う
。）の

う
ち
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
間
内
の
自
動

車
専
用
道
路
で
あ
る
部
分

一

﹇
同
上
﹈

路
線
名

区

間

路
線
名

区

間

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

四
百
六
十
八
号

茅
ヶ
崎
市
か
ら
海
老
名
市
門
沢

橋
ま
で

四
百
六
十
八
号

茅
ヶ
崎
市
か
ら
海
老
名
市
門
沢

橋
ま
で

海
老
名
市
中
新
田
か
ら
千
葉
県

香
取
郡
多
古
町
ま
で

海
老
名
市
中
新
田
か
ら
成
田
市

ま
で

東
金
市
か
ら
木
更
津
市
ま
で

東
金
市
か
ら
木
更
津
市
ま
で

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
二
〜
四

略
﹈

﹇
二
〜
四

同
上
﹈

備
考

表
中
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

目

次

令和年月日 金曜日 第号官 報

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
国
家
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
（
道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車
専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

梨

康
弘

〇
気
象
庁
告
示
第
六
号

気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
気
象

測
器
の
型
式
に
つ
い
て
型
式
証
明
を
し
た
の
で
、
気
象
測
器
検
定
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
五
号
）

第
二
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

気
象
庁
長
官

野
村

竜
一

型
式
証

明
番
号

気
象
測
器
の
種
類
及
び
型
式

型
式
証
明
を
受
け

た
者
の
住
所

型
式
証
明
を
受
け
た

者
の
氏
名
又
は
名
称

型
式
証
明

を
し
た
日

第
26502号

電
気
式
日
射
計
の
感
部
（
デ
ジ
タ

ル
型
の
も
の
）（
全
天
）
Ｍ
Ｓ

80

Ｓ
Ｊ

東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
一

丁
目
21番
８
号

英
弘
精
機
株
式
会
社
令
和
８
年
10

月
19日



〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
登
録
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
自
動
車
専
用
道
路
を
指
定
す
る
件

（
平
成
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第

十
六
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
国
家
公
安
委
五
一
）

〇
気
象
測
器
の
型
式
証
明
を
し
た
件

（
気
象
庁
六
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
三
三
〇
）

〇
排
出
ガ
ス
対
策
型
原
動
機
の
認
定
に
関
す

る
件
（
同
一
三
三
一
）

〇
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
号
の

登
録
証
明
事
業
に
か
か
る
登
録
証
明
事
業

登
録
簿
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件
（
同
一
三
三
二
）

〇
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
第
二
号
の

指
定
講
習
に
か
か
る
指
定
簿
に
掲
げ
る
事

項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
一
三
三
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
三
九
〜
二
四
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
褒

賞
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
の
一
部
土
地
に
関
す
る

裁
決
の
申
請
に
関
す
る
公
告
（
防
衛
省
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
宮
城
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
四
、
山
口
同

三
）

国
家
試
験

令
和
八
年
度
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
合
格

者
（
原
子
力
規
制
委
員
会
）

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
及
び
保
持
者
の
認

定
の
件
（
文
部
科
学
省
告
示
配
一
二
）





そ

の

他

告

示

（
別
表
）
排
出
ガ
ス
対
策
型
原
動
機

認
定
番
号

原
動
機
の
名
称
及
び
型
式

申
請

者

３

87

Ｓ
Ａ
Ａ
６
Ｄ
170Ｅ


５

Ｃ

㈱
小
松
製
作
所

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

東
関
東
自
動
車

道
水
戸
線

成
田
市
吉
岡
字
大
安
場
一
三
二
一
番
八
か
ら
同
市
吉
岡
字
大
安
場

一
三
四
二
番
四
八
ま
で

令
和
八
年
十
一
月
七
日
十
五
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
一
号

排
出
ガ
ス
対
策
型
建
設
機
械
の
普
及
促
進
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
四
十
八
号
）
第

三
条
の
規
定
に
よ
り
、
別
表
に
掲
げ
る
原
動
機
を
排
出
ガ
ス
対
策
型
原
動
機
に
認
定
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
二
号

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
二
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
三
号
）
第
二
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
協
議
会
（
登
録
証
明
事
業
（
二
）
第
〇
〇
一
号
）
か

ら
登
録
証
明
事
業
を
行
う
者
の
代
表
者
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
二
十
九
条
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

坂
本

久

二

変
更
年
月
日

令
和
八
年
十
月
三
十
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
三
号

管
理
業
務
に
関
す
る
実
務
に
つ
い
て
の
講
習
を
指
定
す
る
た
め
の
基
準
等
（
令
和
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八

十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
協
議
会
（
指
定
講
習
（
二
）
第
〇
〇

一
号
）
か
ら
指
定
講
習
事
務
を
行
う
者
の
代
表
者
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
告
示
第
十
四
条
第
三
号
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

坂
本

久

二

変
更
年
月
日

令
和
八
年
十
月
三
十
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
六
十
八
号

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
一
鍬
田
字
馬
場
山
八
六
番
二
か
ら
同
町
一

鍬
田
字
木
戸
向
五
二
番
二
八
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に

表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
千

葉
国
道
事
務
所

〃

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
一
鍬
田
字
大
ヨ
ロ
三
番
三
か
ら
同
町
一
鍬

田
字
大
ヨ
ロ
一
番
五
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部

分
の
み
。）

〃

〃

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
間
倉
字
後
田
六
〇
一
番
一
か
ら
同
町
間
倉

字
宮
台
三
五
五
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部

分
の
み
。）

〃

〃

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
飯
笹
字
大
藏
一
三
六
七
番
一
八
か
ら
同
町

飯
笹
字
大
藏
一
三
六
七
番
一
九
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
部
分
の
み
。）

〃

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
一
月
六
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
六
十
八
号

成
田
市
吉
岡
字
大
安
場
一
二
九
五
番
八
九
か
ら
千
葉
県
香
取
郡
多

古
町
喜
多
字
犬
ケ
谷
三
一
九
番
一
四
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
千

葉
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
一
月
七
日
十
五
時

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
二
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
波
木
井
字
大
切
二
九
二
五
番
か
ら

同
町
波
木
井
字
大
切
二
九
二
六
番
一
ま
で

前後

六
三
・
〇
〇
〜
七
三
・
二
四

六
四
・
四
五
〜
七
四
・
二
六

〇
・
〇
〇
七

〇
・
〇
〇
七

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
二
週
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
千
葉
国
道
事
務

所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
六
十
八
号

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

成
田
市
吉
岡
字
大
安
場
一
三
二
一
番
一
三
か
ら
千
葉
県
香
取
郡
多
古

町
喜
多
字
犬
ケ
谷
三
一
九
番
一
四
ま
で

二
四
・
一
七
〜
二
八
七
・
四
七

九
・
一
一
六

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
十
一
月
六
日





国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
三
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
六
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

坂
東
市
内
野
山
字
桃
ノ
木
六
四
七
番
二
か
ら
つ
く
ば
市
下
別

府
字
下
別
府
四
九
三
番
ま
で

前後

二
二
二
〇
〜
五
一
二
六
八

二
三
一
七
〜
五
一
二
六
八
一
一
六
四
五

一
一
六
四
五

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北
首
都
国
道
事
務
所

衆

議

院

質
問
書
転
送

十
一
月
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の

撤
収
手
続
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
米
軍
に
よ
る
災
害
支
援

の
要
請
手
続
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
芝
の
会
計
処
理
に
係
る
判
決
と
課
徴
金
納
付
命
令
の

整
合
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

信
用
保
証
協
会
の
役
員
人
事
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

出
身
者
の
長
期
固
定
化
及
び
政
府
の
是
正
措
置
に
関
す

る
質
問
主
意
書

参

議

院

特
別
委
員
長
選
任

十
一
月
四
日
次
の
と
お
り
特
別
委
員
長
を
選
任
し
た
。

消
費
税
・
支
援
金
法
案
に
関
す
る

特
別
委
員
長

松
村

祥
史

議
案
付
託

十
一
月
四
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二
千
二
十

七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三
号
）

内
閣
委
員
会
に
付
託

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
七
号
）

法
務
委
員
会
に
付
託

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇
号
）

外
交
防
衛
委
員
会
に
付
託

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

十
一
月
四
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議
院
に

送
付
し
た
。

消
費
税
の
税
率
を
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
引
き
下
げ

る
等
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
神

谷
宗
幣
外
一
名
発
議
）

質
問
主
意
書
転
送

十
一
月
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

我
が
国
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
組
織
型
検
診
へ
の
転
換

及
び
デ
ー
タ
一
元
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
塩
村

あ
や
か
提
出
）（
第
一
五
号
）

妊
娠
初
期
の
女
性
の
保
護
と
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項

連
絡
カ
ー
ド
の
早
期
周
知
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
塩
村
あ
や
か
提
出
）（
第
一
六
号
）

妊
娠
初
期
の
流
産
で
産
後
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
問
題
等
の
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
塩
村

あ
や
か
提
出
）（
第
一
七
号
）

議
決
通
知

十
一
月
四
日
本
院
は
、
原
子
力
委
員
会
委
員
長
に
越
塚

誠
一
を
、
同
委
員
に
直
井
洋
介
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
公
安
審
査
委
員
会
委
員
に
島
田

耕
一
及
び
十
時
希
代
子
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨

内
閣
に
通
知
し
た
。

法

務

省

佐
藤
美
由
紀

難
民
審
査
参
与
員
に
任
命
す
る
（
十
一
月
一
日
）

最
高
裁
判
所

最
高
裁
判
所
判
事
三
浦
守
付
秘
書

官

佐
藤

翼

最
高
裁
判
所
判
事
山
元
裕
史
付
秘
書
官
を
命
ず
る
（
十
月

二
十
七
日
）

名
古
屋
簡
易
裁
判
所
判
事

永
野

圧
彦

名
古
屋
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す

る
者
に
指
名
す
る
（
十
月
二
十
八
日
）

〇
定
年
退
官

簡
易
裁
判
所
判
事
戸
田
久
は
十
月
二
十
七
日
限
り
定
年

退
官

〇
叙
位

小
野
崎

馨

神

巖

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

秋
山

定
明

阿
部

俊
和

大
津

靖
弘

後
藤

猛

田
中

和
男

藤
平

幸
央

増
田

堅
持

南
出

佐
富

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
川
清
一
郎

池
田

貢

蟹

數
夫

武
石
久
米
穗

谷
岡

貞
敬

田
上

和
子

田
原

壽
夫

田
村

郁
夫

仲
里
美
代
子

野
田

久
寛

福
井

正
男

安
岡

健
一

湯
淺

照
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）島

田

大
六

床
波

仁
憲

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

西
田

満
克

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

正
木

七
郎

正
五
位
に
叙
す
る

臼
木

幹
勝

木
下

昭
雄

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）内

田

準
夫

奥
田

信
義

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

飯
川

充
布

伊
吹

晃

伊
部

久

川
北

嗣
夫

佐
藤

敬
夫

柴
尾

邦
彦

谷
川

昭
啓

名
倉

良
三

長
谷
川

渉

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

奥
山

政
勝

正
七
位
に
叙
す
る

足
羽

勝
美

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
九
日
）

池
田

浩

正
五
位
に
叙
す
る

小
河

進

河
田

勝
利

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）岩

城

忠
隆

牛
田

和
之

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

池
田

廣
義

大
辻

國
夫

大
林

正

大
宮

佳
弘

大
山

忠
男

（
愛
知
県
警
部
）

小
牧

奉
央

土
屋

公
道

福
島

利
治

三
森

徳
昭

宮
田

盛
男

山
田

智
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）滝

口

昭
二

千
葉

政
範

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

松
尾

一
吉

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
三
十
日
）

〇
叙
勲

宮
里

忠
芳

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
八
日
）

相
馬

隆
俊

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
九
日
）

中
川

武
己

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
三
十
日
）

秋
山

定
明

阿
部

俊
和

田
中

和
男

田
上

和
子

仲
里
美
代
子

福
井

正
男

藤
平

幸
央

南
出

佐
富

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

田
中

忍

谷
口

勝
政

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

正
木

七
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

奥
山

政
勝

佐
藤

敬
夫

柴
尾

邦
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

足
羽

勝
美

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
九
日
）

岩
城

忠
隆

牛
田

和
之

河
田

勝
利

千
葉

政
範

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
愛
知
県
警
部
）

小
牧

奉
央

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
三
十
日
）





褒

賞

官

庁

報

告
皇
室
事
項

令和年月日 金曜日 第号官 報
紺
綬
褒
章

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

佐
久
間
庸
和

三
宅

貴
仁

梶
原

敬
子

福
原

京
子

井

嘉
輝

北
見

尚
之

野
口

浩
輔

大
森

仁
史

大
森
龍
太
郎

荒
川

政
昭

寺
島

圭
樹

有
田

明
浩

政
森

信
之

高
村

亨

金
谷

清
道

村
上

清
貴

市
川
さ
つ
き

長
谷
川
三
郎

白
神

文
樹

松
村

亮
三

日
向

理
彦

寺
屋

信
次

松
本

修

金
子

賢
治

千
葉

鴻
儀

竹
内

陽
介

山
本

文
彦

皆
川
亮
一
郎

松
浦
あ
い
子

笹
井

英
孝

野
村

文
雄

升
田

敏
則

田
原

節
子

日
比
野
光
利

前
田

泰
典

大
木

健
司

中
崎
フ
サ
子

一
瀬

邦
夫

南
坂

信
子

黒
川
暢
一
郎

岡
田

具
明

松
田

康
宏

廣
田

泰
成

稲
森

一
男

木
下

純
子

森

宏
行

當
麻

眞
子

水
澤
ま
き
子

木
村

任

谷
村

尚
則

桑
原

和
生

菊
池

宏
行

若
月

光

竹
川

勝
雄

宮
北

和
之

高
橋

宏

成
瀬

信
義

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯
を
授
か
っ
た

者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

木
下

吉
数

木
下

廣
子

大
竹

博

山
田

延
子

上
田

昌
弘

北
本

高
男

浅
野
る
り
子

鈴
木

藏

三
上

芳
宏

宗

教
夫

横
山

祐
子

中
村
ク
ミ
子

野
宮

藍

片
桐

俊
輔

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
並
び
に
同
第
五
条
に

よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
飾
版

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
を
授
か
っ

た
者
又
は
贈
与
さ
れ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

松
野

浩

池

俊
明

辻

富
夫

元
榮
太
一
郎

福
原

朋
治

堀

義
人

堀
場

友
介

林

正
和

王

厚
龍

牧
田

幸
弘

桃
園

正

藤
沢

昭
和

小
池

由
久

福
元

恒
徳

四
方

祥
樹

曽
根

茂
久

玉
井

浩
一

大
塚

哲
夫

久
保
田
繁
雄

木
村
夫
早
子

齋
藤

健
二

中
島

篤
巳

瓦
葺

利
夫

中
神

源
一

鶴
岡

達
也

池
戸

賢
治

森
谷

縫
子

瀧
澤

潤

碓
井

達
彌

齋
藤

光
徳

黒
木

勉

北
井

幸
治

野
入

伸
治

永
嶌

理
雄

森
口

哲
也

下
嶋

清
志

梅
村

孝
雄

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
々
木
和
博

荒
井

正
昭

中
嶋

洋

古
賀

信
介

坂
口

美
鈴

村
瀬

達
彦

褒
章
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
授
け
る
（
各
通
）

大
韓
民
国
人

姜

昇
旭

褒
章
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
贈
与
す
る

紺
綬
褒
章
飾
版
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
並
び
に
賞

杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

韓

昌
祐

赤
木

清
美

奥
谷

博

千
住

博

今
井
英
次
郎

漆
原

茂

佐
藤

安
廣

樋
口

惇

中
尾

彰
洋

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け

る
（
各
通
）

藤
田

進

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
二
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け

る褒
状公

益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

大
東
建
託
株
式
会
社

積
水
樹
脂
株
式
会
社

株
式
会
社
小
波
津
式
神
経
筋
無
痛
療
法
研
究
会

冨
士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社

Ｇ
Ｌ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
イ
コ
ー

田
中
産
業
株
式
会
社

日
本
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
オ
ー
ト
デ
ィ
ー
ラ
ー

株
式
会
社
ジ
ャ
ッ
ク

平
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

東
洋
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｃ

株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ

株
式
会
社
フ
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所

株
式
会
社
ビ
ッ
グ
サ
ン

株
式
会
社
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス

Ｂ
Ⅰ
Ｇ

Ｄ
Ａ
Ⅰ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ
株
式
会
社

嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
の
一
部
土
地
に
関
す
る
裁
決
の
申
請
に
関
す
る
公
告

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十

九
号
。
以
下
「
土
地
収
用
法
」
と
い
う
。）第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
沖
縄
県
収
用
委
員
会
か
ら
裁
決
の
申

請
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

官

庁

事

項 上
野
精
機
株
式
会
社

社
会
医
療
法
人
刀
圭
会

有
限
会
社
脇
田
グ
ル
ー
プ

食
協
株
式
会
社

日
昭
株
式
会
社

有
限
会
社
カ
イ
カ
イ
キ
キ

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

一
般
財
団
法
人
太
田
綜
合
病
院

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社

ス
タ
ー
ゼ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
よ
ろ
し
化
粧
堂

主
計
管
工
株
式
会
社

宗
教
法
人
金
蛇
水
神
社

日
本
み
ら
い
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

松
谷
化
学
工
業
株
式
会
社

東
信
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｅ

ジ
ャ
パ
ン
シ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
潮
流
社

株
式
会
社
マ
リ
ン
技
研
サ
ー
ビ
ス

全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

兵
庫
県
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会

大
光
電
機
株
式
会
社

稲
畑
香
料
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

中
外
製
薬
株
式
会
社

株
式
会
社
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

戸
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
東
邦

褒
章
条
例
第
二
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

株
式
会
社
松
原
組

株
式
会
社
Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ

褒
章
条
例
第
二
条
に
よ
り
褒
状
二
枚
を
授
け
る
（
各
通
）

追
賞
褒
状

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

故
上
武
勝
宣
遺
族

上
武

建
一

故
的
場
秀
次
遺
族

的
場

年
彦

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

追
賞
賜
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
十
月
二
十
四
日
、
賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

故
須
鎗
澄
子
遺
族

須
鎗

茂
人

故
中
島
良
規
遣
族

中
島

郁
英

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各

通
）

認
証
官
任
命
式

十
一
月
二
日
午
後
二
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
防

災
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
金
子
道
仁
の
認
証
官
任
命
式

が
行
わ
れ
た
。

文
化
勲
章
親
授
式

十
一
月
三
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
石

井
幹
子
、
伊
東
豊
雄
、
黒
岩
常
祥
、
塩
川
徹
也
、
都
倉
俊

一
、
長
田
重
一
及
び
硤
合
憲
三
の
文
化
勲
章
親
授
式
を
行

わ
れ
た
。





一 使 用 し よ う と す る 土 地 に 係 る 土 地 の 所 在 、 地 番 及 び 地 目

所 在 地 番 地 目

沖 縄 県 中 頭 郡 読 谷 村 字 伊 良 皆 東 原 一 六 〇 〇 番 雑 種 地

令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

二 沖 縄 防 衛 局 長 か ら 沖 縄 県 収 用 委 員 会 に 対 し て 、 令 和 八 年 九 月 十 八 日 付 け 沖 防 第 六 千 百 九 十 九 号 に

よ り 、 土 地 収 用 法 第 四 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 同 法 第 三 十 九 条 第 一 項 の 使 用 の 裁 決 の 申 請 が あ っ

た 。

三 裁 決 手 続 開 始 の 登 記 と そ の 効 果

公 告 期 間 を 経 過 し た 後 は 、 土 地 収 用 法 第 四 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ り 裁 決 手 続 開 始 の 決 定 及 び 裁 決

手 続 開 始 の 登 記 が あ り 、 登 記 が あ っ た 後 は 、 同 法 第 四 十 五 条 の 三 の 規 定 に よ る 処 分 制 限 が あ る 。

四 公 告 期 間

令 和 八 年 十 一 月 六 日 か ら 同 月 二 十 日 ま で

令 和 八 年 十 一 月 六 日 防 衛 大 臣 小 泉 進 次 郎

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
宮城労働局最低賃金公示第４号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、宮城県電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業最低賃金（平成20年宮城労働局最低賃金公
示第２号）の一部を次のように改正する決定をし
たので、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 11 月６日

宮城労働局長 松瀨 貴裕
第４号中「１時間1077円」を「１時間1138円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月15日から効力を生ず
る。

山口労働局最低賃金公示第３号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、山口県輸送用機械器具製造
業最低賃金（平成23年山口労働局最低賃金公示第
３号）の一部を次のように改正する決定をしたの
で、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 11 月６日

山口労働局長 鈴木 輝美
第４号中「１時間1141円」を「１時間1205円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月15日から効力を生ず
る。

国 家 試 験

令和８年度放射線取扱主任者試験合格者
放射性同位元素等の規制に関する法律（昭和32
年法律第167号）第35条第２項の第１種放射線取
扱主任者試験及び同条第３項の第２種放射線取扱
主任者試験の合格者を次のとおり公告する。
令和８年 11 月６日

原子力規制委員会委員長 山中 伸介
第１種 放射線取扱主任者試験合格者
受験地 札幌
受験
番号 氏 名 受験

番号 氏 名
110006 清水 拓真 110024 佐藤 優香
110028 南 碧 110032 髙屋敷結生
110048 加藤 瑞悠 110059 高山 響
110063 河村 燿世 110079 安田 果令
110083 平中 蓮人 110088 大脇 稜
110089 鍋島 依吹 110097 阿部 愛輝
110098 吉中 翔輝 110099 西谷 優那
110102 谷 涼風 110111 工津 悠葵
110121 竹島 萌花 110123 山田 玲弦
110124 木村 昇哉 110135 長屋 孝翔
110138 山田 悠雅 110140 半田 也弥
110146 菅原 悠斗 110149 出口 善行
110153 亀友 まお 110158 小野 可蓮
110176 林 若樹 110180 村上 万桜
110181 中村 航大 110184 関 果穂
110187 佐野佑一郎 110188 岩崎 京麒
110197 水谷 真菜 110203 岩本悠太郎
110204 葛西 巧 110205 松﨑 崇純
110208 長谷川素良 110213 岩澤 壮真
110216 辻 創太 110217 田村 優充

110224 西村 優花 110233 松井 大成
110235 新井田悠太 110239 酒井 稜弥
110240 鈴木 陸斗 110241 四方菜々美
110245 桒原 尚仁 110247 吉田 梨菜
受験地 東京
210002 星 斗ニ 210004 中澤 稔
210012 唐澤 勇雅 210026 斉藤 連也
210036 砂田 成章 210039 堀尾 天真
210042 大徳航治郎 210056 高橋 悠人
210068 中川 陸斗 210073 筒井晋之介
210081 齋藤 成琉 210094 高見 海晴
210098 遠田 雅輝 210106 吉田 侑矢
210107 松田 昂大 210128 市丸慎一郎
210145 江口 哲也 210151 八巻 祐介
210157 石井 啓太 210164 山内 豊大
210166 黒田 琉惺 210182 長 泰秀
210184 磯前 星 210198 岡 菜々美
210201 宮本 龍 210211 田島 稔基
210217 大林 翼 210218 小林 卓志
210244 小池 遥己 210245 櫻井 礼央
210247 深津 青葉 210257 北爪 花
210268 宮野 颯 210290 山嵜 寛太
210308 日下佑太朗 210309 簗瀬 優斗
210335 南 ひかり 210345 加藤 拓惟
210346 小原 薬子 210355 田 直矢
210376 田中 愛桜 210381 池田 直樹
210389 濱川 大貴 210390 庭野 佑真
210394 清水 慧悟 210398 坂本 裕樹
210401 渡辺 周吾 210402 横田 優
210410 西田 一磨 210413 前島 明翔
210414 佐々木大誠 210426 川上 諄
210427 谷 陸 210428 光畑 克哉
210455 加藤 颯真 210458 坂本 和希
210464 伴 伊純 210474 三浦 颯太
210479 青木 翔吾 210482 杉本 史香
210483 岩佐枝里子 210503 若月 健
210513 川鍋 咲音 210521 宮川 紗寧
210527 中川 太一 210533 松下 創輝
210547 今野 貴梧 210548 依田信一朗
210560 猪俣 大和 210574 鹿糠 佑斗
210581 藤田 成樹 210582 小野 遼真
210592 馬場 風花 210599 野上 光博
210609 矢野 凪紗 210613 三神 圭介
210635 伊藤 直子 210637 矢澤 博之
210668 鈴木 大夢 210675 下平 愛
210679 渡辺 莉月 210682 中司 和希

210694 耿 殿程 210703 川端 愛果
210725 星野 正光 210763 菅 政道
210765 村木 流 210774 新保 陽輔
210786 大貫 和広 210790 大森 世成
210793 川島 大季 210797 櫻井 菜月
210804 白石 信 210809 戸田 裕子
210811 冨田 歩夢 210814 相澤 さち
210820 相澤さくら 210827 上原 孟
210833 佐藤 朱莉 210849 桑原 拓己
210865 若林 慧 210877 大関 星来
210881 舩﨑 志歩 210897 谷口あかり
210912 宇野 太貴 210917 室尾 健人
210918 児玉 有 210921 戸田 渓斗
210925 宮崎 惺也 210933 稲見 大河
210934 茅野 煌叶 210942 大井 裕之
210948 山谷 朱里 210952 佐野 貴明
210971 成澤 聖希 210981 佐藤 匠真
210983 小松崎悟士 210984 常山 正幸
211016 付 帥 211022 佐藤 璃空
211038 村上真咲樹 211039 徳重 優
211051 滝澤カンナ 211056 村田 菜摘
211063 庄司 温翔 211067 大塚 翼
211071 須藤 健吾 211081 谷口 陽太
211095 奈良坂優衣 211100 小林 星華
211106 植松慎一郎 211110 阪本 海
211121 坂本 光彩 211124 太田 翔
211138 岩田 大輝 211140 蒔苗 一彩
211143 影山 将史 211146 山口 大稀
211165 高橋 京佑 211166 黒瀬 楓太
211176 石山 泰聖 211182 山田 勝翔
211183 宮崎 寛平 211185 早坂 健
211187 鈴木 萌恵 211192 加藤 優奈
211214 神田 真弥 211215 小川 柊弥
211220 湯本 莉子 211226 岩原 聖樹
211230 桝井 太誠 211244 髙橋 広祐
211245 島本 咲希 211256 田村 結真
211265 渡部 美心 211270 後藤 悠月
211280 銭澤 佳奈 211283 南 宇哉
211291 久保遼太朗 211296 関根 彩優
211306 中田 遥稀 211321 兵藤 巧望
211329 小野 聡大 211335 橋本 雪音
211338 松村 温稀 211350 三森 雄二
211351 有路 冴樹 211358 佐藤 勇人
211363 千年 光里 211374 赤羽妃茉莉
211379 中村 賢司 211382 齋藤ことは
211396 石川 愛助 211430 藤原 健太
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211433 黒田百合美 211438 卜部 光平
211445 渡部 雅崇 211468 宇津木咲斗
211483 谷村 柚実 211487 力武 祐治
211492 中山 元樹 211498 星 幸音
211499 東海 正暉 211500 石井 寧々
211502 髙村 健人 211505 阿部明日葉
211507 齋藤 優輝 211508 遠藤 大暉
211512 上野 華音 211520 最上 花音
211528 昆 達郎 211532 田代 康真
211546 飯田 眞大 211560 町田 光
211563 船井 あず 211566 尾形 建征
211567 井畑 良明 211568 久保田彩心
211572 鈴木 藤也 211582 牧野 紗那
211603 廣瀬真奈美 211622 江森 達也
211623 井上 翔一 211629 古谷 武彦
211630 渡邉 拓海 211641 竹内 一矢
211643 増田 悠良 211676 大鐘健一朗
211680 髙橋 那緒 211692 水村 彩音
211693 木本 周平 211694 加藤 晴
211701 片岡 孝太 211723 鷲頭 彩花
211732 野口 竜雅 211733 菅藤 颯太
211754 中川 凌 211767 佐藤 実樹
211774 小田切恵吾 211799 笹原 亮
211801 石川 太陽 211802 小杉 三冬
211804 木野 柊哉 211813 田中 祥太
211816 深貝 智季 211829 千葉 哲平
211830 小澤 萌音 211834 霜越 堅人
受験地 名古屋
310018 大石 和樹 310021 三井 雄太
310035 坂本 亘 310036 荒川 千颯
310039 山田 保誠 310043 小野 陽輝
310083 月岡 哲起 310106 海野 涼花
310107 角田 智子 310112 西原 祐巳
310134 石川 椋脩 310143 下田 正弘
310156 水野 航暉 310161 鈴木理久斗
310165 中山 碧 310168 池山 利奈
310181 南 祐輔 310187 鵜飼 亮介
310192 竹腰 大也 310194 都築 裕介
310196 佐々木玲実 310202 歳藤 利行
310239 隅田まどか 310241 木村 充宏
310254 野々山理子 310263 鈴村 涼斗
310264 藤井 比呂 310268 鈴木 彩矢
310274 松原もえな 310287 北村 匠
310298 久郷 智紀 310306 柴山 涼乃
310311 水野 ナツ 310315 三辺 吉紀
310316 魚返祐太朗 310317 森下 夢乃

受験地 大阪
410007 松隈航志郎 410011 徳田 修平
410018 岡本明優花 410030 藤原 瑞生
410031 粟井 亮介 410038 中田晃太郎
410040 林 夏生 410043 酒井 美穂
410060 田口 純平 410064 大西 一輝
410071 栗本 徹大 410079 佐藤 昂
410094 中尾 友彦 410106 前田 大毅
410111 九津見隆誠 410124 矢野 颯大
410132 頼富 相旺 410137 坂本紀乃香
410147 児玉健一郎 410164 塚本 璃紅
410177 阪上 朱音 410180 岡田 真由
410182 木村 郁己 410183 野村萌々子
410184 山本 脩斗 410185 竹﨑 悠真
410192 笈田 涼果 410202 中井 栄志
410206 佐野 遥華 410208 原田 善成
410209 橋尾 拡輝 410213 栗山 鈴羽
410219 岡 麻友子 410230 小林 秀治
410242 小畑 歩夢 410251 殿内 大輝
410253 岡村 菜那 410261 川崎 真人
410262 原 泰輝 410267 嶺元 駿輔
410270 永井 梨穂 410285 門 達文
410287 田村 祐人 410288 鴨下 佳奈
410289 岸田 遥生 410293 國藤 勝士
410301 吉岡 里彩 410303 稲田 愛斗
410317 千田晃士朗 410326 粟飯原優衣
410340 髙山 亮太 410357 長岡 怜花
410358 西岡 楓賀 410361 永井 雄太
410363 中井 浩大 410372 吉本 咲楽
410376 岡田ひなた 410379 宗山 美香
410381 山崎 晶斗 410387 清水 亮佑
410391 奥田 遥 410393 廣澤 夢空
410395 鍋谷 真那 410399 矢島 悠登
410412 伴野 舞 410416 金井 左京
410447 宇佐美智之 410452 横山 千槻
410461 千葉 彬右 410477 角 百華
410481 廣井 孝成 410485 井手 一創
410498 西村 公佑 410516 川合 隼聖
410517 白川 裕人 410525 益岡 翔
410539 関根 将 410542 富 小百合
410544 渚 馨子 410550 末竹 心
410557 本多 芽生 410576 大川 彩花
410583 石川 陽貴 410590 小池 咲愛
410593 宮川 梛由 410604 野手 徠未
410606 橋場 奏 410640 中村 萌夏
410643 坪内 廉 410647 田中 瑞希

410665 廣田 諒我 410667 西島 由華
410669 野木 薫 410678 高倉 煌征
410689 岡本依央理 410700 藤代 達己
410701 依田 元希 410730 後藤 桜子
410740 古川 周 410743 川澄 仁碧
410747 山本 昇岳
受験地 福岡
510001 森山 直斗 510003 宮原 千柊
510010 濱本菜々子 510036 森 羽空飛
510051 髙倉ディオニシオ
510062 関 郁馬 510086 上杉 尚輝
510087 宜志 政尚 510091 田原 莉子
510098 内田 大智 510100 小林 愛
510104 園田 陽菜 510108 花屋 結衣
510111 梅崎 友弘 510112 小野舞唯愛
510115 村山 広樹 510117 米田 貴将
510119 石津 遥菜 510133 大城響太郎
510150 工藤 凛大 510154 山田 凌輔
510168 二渡 祥勢 510169 松原菜々海
510192 園 あい 510202 宮﨑 佳子
510203 柴田 理桜 510213 浅野 正道
510217 美作 優翔 510218 児玉 寿偉
510228 高橋まひる 510241 古賀 秀弥
510244 中村 流佳 510245 羽田 浩樹
510250 阿部 柊来 510255 涼太朗
510279 楠 音羽 510281 山田 美琴
510287 中内 和奏 510299 高場 咲羽
510301 古賀 一徳 510303 谷川 要
510313 上畠 夕依 510323 髙倉 茉子
510334 林 苗智 510337 瀧澤 茉生
510338 亀之園 怜 510341 小柳 裕聖
510350 小林なな子 510352 冨井大駆哉
510354 藤本 龍星 510371 深田 美妃
第２種 放射線取扱主任者試験合格者
受験地 札幌
115013 大和田倫理 115019 羽下 拓也
115022 三浦 毅 115023 白浜 成都
115026 大原 正史
受験地 東京
215002 山田 貴光 215007 青戸 黎
215020 井上 遼 215029 筒井晋之介
215040 大橋 央弥 215044 佐藤 文紀
215052 長田 悠義 215059 荒波 一史
215061 和田慎太郎 215064 木下 篤則
215065 遠田 雅輝 215069 及川 翔
215072 本間 英樹 215074 五十嵐太城

215084 森谷 淳一 215085 林 隆正
215086 山上 和也 215094 會澤 貴志
215097 岡 里紅 215111 小坂 爽輔
215112 土田 慎二 215116 大井 一樹
215117 大村都茂幸 215124 高橋 和也
215138 北川 雅治 215144 熊谷 徹
215152 常山 伸一 215154 小鷹 正葵
215161 吉田 侑矢 215164 松田 昂大
215165 阿部 善之 215167 生南 貴浩
215172 安原 央 215175 富澤 奈緒
215179 菅野 美海 215180 大西 晋平
215186 喜多村政寛 215195 桐野 智成
215197 森 隆寛 215202 前島 克樹
215212 藤田 和杜 215227 鈴木 俊章
215230 林 葉奈 215234 奥山 雅生
215236 森川 廉雄 215240 鈴木 孝典
215243 岡本 高樹 215247 浅野 敏輝
215254 蛯名 政智 215256 金谷 知之
215257 畠山 広宣 215262 松本 磨
215270 加藤 颯 215274 根本 雄介
215276 大湯 玲央 215279 阿部 清丸
215280 柳下 拓哉 215284 中村 智樹
215303 岡田 萌 215306 隈元 大輝
215309 柴 広大 215310 大月 寿
215314 石下 燎矢 215317 宇多慶一郎
215319 市丸慎一郎 215322 小沼 直輝
215329 満井 優樹 215334 栗山 翔伍
215335 早川 想 215336 江口 哲也
215338 田向 洋明 215345 鈴木 誠一
215349 坂東 彰 215360 早坂 徳弥
215366 森田 大雅 215372 高須 弘祐
215380 尾添 陽介 215385 沼田 暢浩
215391 後藤 慎弥 215392 田淵 嵩虎
215408 三鍋 雄紀 215413 高 友香子
215429 西村 咲野 215436 永田 祐吾
215437 竹井 清哉 215446 柳橋 瑛
215451 上田 拓実 215457 高原 啓太
215459 吉田 愛菜 215484 三好 友子
215487 羽田 祐子 215488 佐藤 季哉
215494 藤田 悌司 215501 古澤 俊輔
215502 小柳 舞 215509 西野 達也
215514 村上 遥 215516 金田 好平
215519 齋藤 実 215536 登 柊平
215546 寺田 直哉 215548 野村 隼颯
215553 綿引 宏 215558 十倉 直希
215563 中村 昭仁 215564 小池 雄河
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215565 西 成実 215571 金野 耕大
215575 益村 孝史 215576 大成 正晃
215579 佐藤 大輔 215582 澤田 晃宏
215595 向山 泰彦 215598 門 直剛
215600 茶園 悟史 215616 中澤 龍平
215622 名取 志優 215625 数野 夏実
215642 山本 彰 215648 荒木 遼太
215659 剱持尚太郎 215676 薄葉 勇人
215678 古知 武 215679 今井 亮汰
215682 菊田 愛 215683 岡部 紗奈
215699 山崎 力矢 215706 紺野 雄三
215707 東野 凪沙 215709 辻 栞里
215719 鈴木 智也 215749 持田 裕也
215750 中尾 聡一 215752 河田 大樹
215756 井上陽菜乃 215759 小澤 紬
215760 加藤 優弥 215764 武田 直己
215768 齊藤南倖未 215775 本間 聡
215792 中野 智啓 215809 小山田清人
215818 谷 幹也 215835 大宮 深蔵
215838 網干 直人 215845 笹川 大作
受験地 名古屋
315004 脇川 琢磨 315006 林 亮輔
315018 須藤 拓海 315019 喜々津和也
315021 新井 翔瑛 315036 今井 康太
315041 月岡 哲起 315046 村松 昊河
315047 平川 大葵 315067 室橋 峻
315080 上滝 俊毅 315093 速石 正和
315095 鈴木 颯太 315100 桜木 幸司
315108 古川 優介 315110 伊藤 祐吉
315112 田中 幹 315113 笠原 颯太
315120 村上 雄紀 315125 和田 裕貴

415160 大渕 隆文 415174 前田 直樹
415177 外村 純子 415195 松田 幸治
415199 岡田 和壽 415204 武村 尚徳
415221 川向 達也 415222 味村 真子
415233 藤田 裕介 415235 井 賀子
415240 佐々木 旭 415243 上野祐太朗
415245 斎藤 れみ 415250 田 泰志
415251 大面 遼司 415258 福田 有里
415269 横尾 優佑 415272 阪口 秀人
415274 齊藤 芳希 415281 坂元 崇宣
415285 椋木 浩太 415288 丸上 大樹
415291 田中 千明 415295 塩原 裕明
415296 小林 竜太 415302 井上 彩音
415305 川口 優太 415308 西村 仁志
415314 岡田 惟志 415320 山本恵太郎
415324 岩崎 碧 415327 太田 幸弥
415336 湯下 晃聖 415342 阿部 周
415351 上野 達哉 415353 田代健太郎
415384 末永 翔也 415387 西村 洋介
415391 川田 篤 415392 平井 克明
415397 大西 弘晃 415400 米重 英成
受験地 福岡
515002 石橋 涼 515003 吉田 匠吾
515006 小川 聡 515013 十川みちる
515019 塩田 颯飛 515032 大脇 千寛
515053 高橋 健太 515080 佐藤 陽飛
515082 稲吉 椋斗 515090 石田 聖紫
515094 安井 優 515107 岩尾 歩実
515113 比良 陸斗 515122 酒井 励
515131 津曲 美聖 515135 濱崎 叶恵
515142 石井 天能 515148 橋口 昭貴
515156 中本 匡哉 515165 谷村 翔太
515171 武島 淳 515174 髙田 凱世
515200 田畑 雄馬 515220 渡邊 俊介
515221 井上 修 515236 長友 志航
515241 加藤 伊織 515252 吉川 晃介
515266 今村 凌 515267 足立 大輔
515269 辻野 太紀 515280 佐藤 天音
515281 中村 優太 515287 石井 司
515299 山本 圭吾 515319 塚原 凛

受験地 大阪
415004 中村 智也 415005 廣澤 翔太
415011 森 健文 415012 青井 亮太
415013 髙石 明子 415016 白井 大地
415018 澤 護 415020 粟井 亮介
415024 大西 誠 415026 奥田 俊雄
415029 白畑 怜旺 415031 岡本 明浩
415033 亀井 雄斗 415038 岡本 幸大
415039 ＮＧＵＹＥＮ・ＶＡＮＴＨＩＥＮ
415045 金出 碧翔 415053 西脇 秀樹
415054 尚人 415060 柏原 拓司
415064 岩泉 伶空 415065 土本 亮太
415068 草山 雅俊 415079 前田 一人
415084 芦田 泰行 415091 歌房 拓斗

415092 生川 拓 415100 谷口 壮
415107 宮地 恵美 415115 加治 道明
415121 横田 憲宗 415132 上井 圭人
415133 名倉 嘉之 415140 坂本 芽生
415149 桑原 巧 415157 青木 素大

諸 事 項

建設業の許可の取消処分の公告

建設業法（昭和24年法律第100号）第29条第１
項の規定による処分をしたので、同法第29条の５
第１項の規定に基づき、次のとおり公告する。
令和８年 11 月６日

中国地方整備局長 山本 大志
１ 処分をした年月日 令和８年10月13日
２ 被処分者の商号、代表者の氏名、主たる営業
所の所在地及び許可番号 株式会社デルタテッ
ク 平井 宏明 岡山県倉敷市二日市374 国
土交通大臣許可（般３）第28317号
３ 処分の内容 建設業法第29条第１項に基づく
許可の取消し（建築工事業、電気工事業、管工
事業、電気通信工事業に関する一般建設業の許
可）

４ 処分の原因となった事実 令和８年10月13日
付けで建設業法第12条（第17条において準用す
る場合を含む。）の規定による全部の業種に係る
廃業の届出があり、このことが同法第29条第１
項第５号に該当する。

建設業法（昭和24年法律第100号）第29条第１
項の規定による処分をしたので、同法第29条の５
第１項の規定に基づき、次のとおり公告する。
令和８年 11 月６日

中国地方整備局長 山本 大志
１ 処分をした年月日 令和８年10月14日
２ 被処分者の商号、代表者の氏名、主たる営業
所の所在地及び許可番号 株式会社ＳＡＮＳＥ
Ｉ 山田 政仁 広島県広島市佐伯区五日市町
大字下河内字野地115１ 国土交通大臣許可
（特３）第28307号
３ 処分の内容 建設業法第29条第１項に基づく
許可の取消し（管工事業に関する特定建設業の
許可）
４ 処分の原因となった事実 令和８年10月13日
付けで建設業法第12条（第17条において準用す
る場合を含む。）の規定による一部の業種に係る
廃業の届出があり、このことが同法第29条第１
項第５号に該当する。
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相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

登 録 政 治 資 金 監 査 人 登 録 公 告

政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 第 十 九 条 の 二 十 四 の 規 定 に 基 づ き 、 登 録 政 治 資

金 監 査 人 名 簿 に 登 録 し た 者 を 次 の と お り 公 告 す る 。

令 和 八 年 十 一 月 六 日 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 委 員 長 野 々 上 尚

登 録 番 号 登 録 年 月 日 氏 名

六 四 四 八 八 、 九 、 〇 四 福 本 拓 矢

六 四 四 九 八 、 九 、 〇 四 栗 原 一 喜

六 四 五 〇 八 、 九 、 〇 四 瀧 本 昌 宜

六 四 五 一 八 、 九 、 〇 四 野 口 光 夫

六 四 五 二 八 、 九 、 一 八 小 林 晶

六 四 五 三 八 、 九 、 一 八 岩 脇 浩 美

六 四 五 四 八 、 九 、 一 八 黒 田 奈 緒

六 四 五 五 八 、 九 、 一 八 黒 田 佳 紀

六 四 五 六 八 、 九 、 一 八 大 長 均

六 四 五 七 八 、 九 、 一 八 永 井 章 一

六 四 五 八 八 、 九 、 一 八 山 岸 陽 平
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公 示 催 告

失踪に関する届出の催告
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失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始
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破産手続開始及び免責許可申
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債権者集会招集
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破産債権の届出期間及び一般
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特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０５７号
東京都港区愛宕２丁目５番１号
清算株式会社 シェアード・モビリティ・ネッ
トワークス株式会社
代表清算人 畑 翼
１ 決定年月日 令和８年10月21日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２０６２号
東京都千代田区麹町４丁目３番29号ＶＯＲＴ紀
尾井坂６階
清算株式会社 ＨＫ管財株式会社
代表清算人 田中 尚夫
１ 決定年月日 令和８年10月21日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第３号
三重県松阪市川井町７３２番地
清算株式会社 株式会社ＭＭ企画
代表清算人 森 幹 和
１ 決定年月日 令和8年10月21日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

津地方裁判所松阪支部

特別清算終結

令和8年（ヒ）第3019号
大阪市福島区福島５丁目１３番１８号
清算株式会社 株式会社ニーズコーポレーション
１ 決定年月日 令和8年10月22日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第２０４４号
東京都港区六本木３丁目２番１号
清算株式会社 株式会社インフラトップ
代表清算人 大畠 悠介
１ 決定年月日 令和８年10月21日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 別紙記載の協定債権者（以下「協定債権者」
という。）は、清算株式会社に対し、本債権者集
会後に発生する利息及び遅延損害金について、本
協定の認可決定が確定した時に全て免除する。
２ 清算株式会社は、各協定債権者に対し、本協
定の認可決定が確定し、清算株式会社の全財産の
換価が終了した日から２か月以内に、換価代金そ
の他清算株式会社の資産から必要な費用を控除し
た残額を、各協定債権者が有する協定債権額に応
じて按分して弁済する。
３ 各協定債権者は、前項の規定による弁済を受
けたときは、清算株式会社に対し、各協定債権の
総額から各弁済額を控除した残額につき、その債
務を免除する。
４ 第２項に規定する弁済の後、清算株式会社に
新たな財産が発見されたときは、清算株式会社は
速やかにこれを換価し、各協定債権者に対し、換
価代金から必要な費用を控除した残額を、各協定
債権者が有する協定債権額に応じて按分して弁済
する。この場合において、各協定債権者が前項の
規定に基づいて行った免除は、新たにされた弁済
の限度で効力を失うものとする。
５ 本協定における弁済は、各協定債権者の指定
する金融機関の口座に振込送金する方法により実
施するものとし、振込手数料は清算株式会社の負
担とする。なお、按分弁済の結果生じる１円未満
の端数は切り捨てるものとする。

６ 本債権者集会日以降、協定債権の全部又は一
部について債権の移転があった場合においても、
変更前の協定債権者とその有する協定債権の額を
基準に本協定条項を適用するものとする。
以 上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２０３９号
東京都千代田区外神田４丁目７番５号
清算株式会社 株式会社Ｐ．Ｇ．ＥＳＴＡＴＥ
代表清算人 田内 広平
１ 決定年月日 令和８年10月22日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社Ｐ．Ｇ．
ＥＳＴＡＴＥ（以下「清算株式会社」という）の
特別清算手続開始決定日までの原因に基づいて発
生した債権（以下「協定債権」という）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する特別清算開始決定後の利息・
遅延損害金については、本協定認可決定確定時に
免除を受ける。
３ 弁済の方法
（１）弁済の場所
協定債権の弁済は、清算人代理事務所（東京都
千代田区丸の内１丁目９番２号グラントウキョウ
サウスタワー１３階）において行う。ただし、別
紙協定債権者一覧表記載の各協定債権者が金融機
関の口座に振り込む方法を指定した場合は、当該
口座への振込により弁済する（振込手数料は金融
機関の口座に振り込む方法を指定した協定債権者
の負担とする）。
（２）端数処理
弁済金額の計算にあたっては、弁済額の計算に
ついての算出結果の額につき、１円未満の端数を
切り捨て処理するものとする。
第２ 協定債権の弁済及び免除
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、清算株
式会社の全資産の換価が終了した日または本協定
認可決定確定日のいずれか遅い日から１ヶ月以内
に、清算株式会社の全資産の換価により得た金員
から、本特別清算手続が結了するまでに発生しま
たは発生することが見込まれる一般の先取特権そ
の他一般の優先権がある債権、特別清算手続のた

めに支出した清算株式会社に対する費用請求権の
合計額を控除した後の金額を弁済原資として、別
紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按分
した額を弁済する。ただし、清算株式会社は、弁
済原資が存しない場合は弁済を行わないものと
し、各協定債権者に対して弁済を行わない旨の通
知を行う。
２ 債権の免除
各協定債権者は、第２、１の弁済を受けたとき、
または第２、１の弁済原資が存しない場合におい
て弁済を行わない旨の通知を受けたときに、清算
株式会社に対し、各協定債権の総額から各弁済額
を控除した残額につき、その債務を免除する。
３ 追加弁済
第２、１による弁済後、または第２、１の弁済
原資が存しない場合において弁済を行わない旨の
通知を受けた後、清算株式会社に新たな財産が発
見されたときは、清算株式会社は、これを換価し
た上、その換価代金から必要な費用を控除した残
額を追加弁済原資として、各協定債権者に対して、
別紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按
分した額を弁済する。この場合、当該追加弁済の
範囲においては、第２、２による免除の効力は新
たにされた弁済の限度で失われるものとする。

以上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２０４０号
東京都千代田区外神田４丁目７番５号
清算株式会社 外神田マーケティング事務所株
式会社
代表清算人 田内 広平
１ 決定年月日 令和８年10月22日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、外神田マーケティ
ング事務所株式会社（以下「清算株式会社」とい
う）の特別清算手続開始決定日までの原因に基づ
いて発生した債権（以下「協定債権」という）と
する。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する特別清算開始決定後の利息・
遅延損害金については、本協定認可決定確定時に
免除を受ける。
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３ 弁済の方法
（１）弁済の場所
協定債権の弁済は、清算人代理事務所（東京都
千代田区丸の内１丁目９番２号グラントウキョウ
サウスタワー１３階）において行う。ただし、別
紙協定債権者一覧表記載の各協定債権者が金融機
関の口座に振り込む方法を指定した場合は、当該
口座への振込により弁済する（振込手数料は金融
機関の口座に振り込む方法を指定した協定債権者
の負担とする）。
（２）端数処理
弁済金額の計算にあたっては、弁済額の計算に
ついての算出結果の額につき、１円未満の端数を
切り捨て処理するものとする。
第２ 協定債権の弁済及び免除
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、清算株
式会社の全資産の換価が終了した日または本協定
認可決定確定日のいずれか遅い日から１ヶ月以内
に、清算株式会社の全資産の換価により得た金員
から、本特別清算手続が結了するまでに発生しま
たは発生することが見込まれる一般の先取特権そ
の他一般の優先権がある債権、特別清算手続のた
めに支出した清算株式会社に対する費用請求権の
合計額を控除した後の金額を弁済原資として、別
紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按分
した額を弁済する。ただし、清算株式会社は、弁
済原資が存しない場合は弁済を行わないものと
し、各協定債権者に対して弁済を行わない旨の通
知を行う。
２ 債権の免除
各協定債権者は、第２、１の弁済を受けたとき、
または第２、１の弁済原資が存しない場合におい
て弁済を行わない旨の通知を受けたときに、清算
株式会社に対し、各協定債権の総額から各弁済額
を控除した残額につき、その債務を免除する。
３ 追加弁済
第２、１による弁済後、または第２、１の弁済
原資が存しない場合において弁済を行わない旨の
通知を受けた後、清算株式会社に新たな財産が発
見されたときは、清算株式会社は、これを換価し
た上、その換価代金から必要な費用を控除した残
額を追加弁済原資として、各協定債権者に対して、
別紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按

分した額を弁済する。この場合、当該追加弁済の
範囲においては、第２、２による免除の効力は新
たにされた弁済の限度で失われるものとする。

以上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２０４１号
東京都中央区日本橋室町４丁目１番14号日本橋
アサヒビル４階
清算株式会社 株式会社ＫＩＫ
代表清算人 古田 司
１ 決定年月日 令和８年10月22日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社ＫＩＫ（以
下「清算株式会社」という）の特別清算手続開始
決定日までの原因に基づいて発生した債権（以下
「協定債権」という）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する特別清算開始決定後の利息・
遅延損害金については、本協定認可決定確定時に
免除を受ける。
３ 弁済の方法
（１）弁済の場所
協定債権の弁済は、清算人代理事務所（東京都
千代田区丸の内１丁目９番２号グラントウキョウ
サウスタワー１３階）において行う。ただし、別
紙協定債権者一覧表記載の各協定債権者が金融機
関の口座に振り込む方法を指定した場合は、当該
口座への振込により弁済する（振込手数料は金融
機関の口座に振り込む方法を指定した協定債権者
の負担とする）。
（２）端数処理
弁済金額の計算にあたっては、弁済額の計算に
ついての算出結果の額につき、１円未満の端数を
切り捨て処理するものとする。
第２ 協定債権の弁済及び免除
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、清算株
式会社の全資産の換価が終了した日または本協定
認可決定確定日のいずれか遅い日から１ヶ月以内
に、清算株式会社の全資産の換価により得た金員
から、本特別清算手続が結了するまでに発生しま
たは発生することが見込まれる一般の先取特権そ

の他一般の優先権がある債権、特別清算手続のた
めに支出した清算株式会社に対する費用請求権の
合計額を控除した後の金額を弁済原資として、別
紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按分
した額を弁済する。ただし、清算株式会社は、弁
済原資が存しない場合は弁済を行わないものと
し、各協定債権者に対して弁済を行わない旨の通
知を行う。
２ 債権の免除
各協定債権者は、第２、１の弁済を受けたとき、
または第２、１の弁済原資が存しない場合におい
て弁済を行わない旨の通知を受けたときに、清算
株式会社に対し、各協定債権の総額から各弁済額
を控除した残額につき、その債務を免除する。
３ 追加弁済
第２、１による弁済後、または第２、１の弁済
原資が存しない場合において弁済を行わない旨の
通知を受けた後、清算株式会社に新たな財産が発
見されたときは、清算株式会社は、これを換価し
た上、その換価代金から必要な費用を控除した残
額を追加弁済原資として、各協定債権者に対して、
別紙協定債権者一覧表記載の各債権額に応じて按
分した額を弁済する。この場合、当該追加弁済の
範囲においては、第２、２による免除の効力は新
たにされた弁済の限度で失われるものとする。

以上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部
小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

所有者不明専有部分管理命令
に関する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 組 合 は 、 そ れ ぞ れ 令 和 八 年 十 月 二 十 七 日 に

総 代 会 を 開 催 し 、 各 組 合 は 令 和 九 年 二 月 一 日 を

も っ て 合 併 し 、 甲 、 乙 、 丙 及 び 丁 の 権 利 義 務 一 切

を 新 た に 設 立 す る 、 あ さ ひ か わ 広 域 農 業 協 同 組 合

に 承 継 し て 、 甲 、 乙 、 丙 及 び 丁 は 解 散 す る こ と を

決 議 し ま し た の で 、 こ の 決 議 に 異 議 の あ る 債 権 者

は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出

下 さ い 。

な お 、 各 組 合 の 最 終 貸 借 対 照 表 は 、 そ れ ぞ れ の

主 た る 事 務 所 に 備 え 置 い て お り ま す 。

令 和 八 年 十 一 月 六 日

北 海 道 旭 川 市 豊 岡 四 条 一 丁 目 一 番 一 八 号

（ 甲 ） あ さ ひ か わ 農 業 協 同 組 合

代 表 理 事 古 澤 祥 弘

北 海 道 旭 川 市 東 旭 川 南 一 条 五 丁 目 八 番 二 二 号

（ 乙 ） 東 旭 川 農 業 協 同 組 合

代 表 理 事 畑 山 義 裕

北 海 道 上 川 郡 東 神 楽 北 一 条 東 一 丁 目 二 番 一 号

（ 丙 ） 東 神 楽 農 業 協 同 組 合

代 表 理 事 岸 本 文 孝

北 海 道 上 川 郡 比 布 町 西 町 三 丁 目 五 番 一 四 号

（ 丁 ） 比 布 町 農 業 協 同 組 合

代 表 理 事 大 西 勝 視






令和年月日 金曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
二
二
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
二
一
二
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
二
一
二
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
杉
並
区
荻
窪
四
丁
目
八
番
一
三
号

（
甲
）
坂
田
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
濱

利
光

宮
崎
県
宮
崎
市
生
目
台
西
三
丁
目
七
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
坂
田
電
機
宮
崎
研
究
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

遠
目
塚
良
一

東
京
都
西
東
京
市
柳
沢
二
丁
目
一
七
番
二
〇
号

（
丙
）
株
式
会
社
レ
イ
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

代
表
取
締
役

髙
濱

利
光

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
七
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
一
五
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
七
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
江
東
区
新
砂
三
丁
目
四
番
一
〇
号

（
甲
）
日
本
メ
ジ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋

伸
行

兵
庫
県
三
田
市
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
九
番
地
一

（
乙
）
エ
ヌ
・
エ
ム
・
ピ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
株
式
会
社代

表
取
締
役

高
山

正
弘

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
八
日

掲
載
頁

一
二
四
頁
（
号
外
第
一
三
四
号
）

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
一
二
番
一
号

（
甲
）
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
神

雄
介

長
崎
県
諫
早
市
大
さ
こ
町
三
〇
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
宮
崎
温
仙
堂
商
店

代
表
取
締
役

榊
原

誠

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

大
分
県
別
府
市
中
島
町
一
八
番
六
号

（
甲
）
ケ
イ
ト
ラ
ベ
ル
合
同
会
社

代
表
社
員

宮
氏

絹
衣

兵
庫
県
明
石
市
朝
霧
南
町
三
丁
目
一
五
番
二
二
号

（
乙
）
ト
ラ
ベ
ル
セ
ン
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

宮
氏

真
人

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
（
直
管
）
の
製
造
に
係
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を

承
継
し
、
乙
は
こ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
四
日
で
あ
り
、
乙
の
株

主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
二
月
十
七
日
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
甲
は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
吸
収

分
割
を
行
い
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
昭
和
沼
一
番
地

（
甲
）
日
鋳
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

長
谷
部
圭
一

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
昭
和
沼
一
番
地

（
乙
）
日
本
鋳
鉄
管
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

石
毛

俊
朗

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
社
宅
の
管
理
事

業
の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
八
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
二
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

山
陽
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
八
日

掲
載
頁

二
十
頁

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
高
輪
四
丁
目
一
〇
番
二
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
聖
林
東
京

代
表
取
締
役

千
原

行
喜

岡
山
市
北
区
駅
前
町
一
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
成
通
ナ
レ
ッ
ジ

代
表
取
締
役

千
原

行
喜

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
が
無
担
保
ロ
ー

ン
に
係
る
信
用
保
証
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を

承
継
し
、
乙
は
こ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.sh
izu
g
in -scg

.jp
/p
u
b
lic -

n
o
tice/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.sg
sa
iso
n
.co
.jp
/ir/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
草
薙
北
二
番
一
号

（
甲
）
静
銀
信
用
保
証
株
式
会
社

代
表
取
締
役

有
海

隆
之

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
南
町
一
一
番
一
号

（
乙
）
静
銀
セ
ゾ
ン
カ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

滝

丈
喜

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
岐
阜
商
事
株
式

会
社
（
岐
阜
市
城
東
通
二
丁
目
四
九
番
地
の
二
）
の
株
式

の
保
有
及
び
同
社
の
経
営
管
理
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
会
社
法
第
七
八
四
条

第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
分
割

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.u
n
iso
l -co
rp
.co
m

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.fu
ru
sa
to
.co
.jp
/ir/p
u
b
licn
o
tice

令
和
八
年
十
一
月
六
日

大
阪
市
中
央
区
南
新
町
一
丁
目
二
番
一
〇
号

（
甲
）
ユ
ニ
ソ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古
里

龍
平

大
阪
市
中
央
区
南
新
町
一
丁
目
二
番
一
〇
号

（
乙
）
フ
ル
サ
ト
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
口

英
康

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
軽
井

沢
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
住
所
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町

大
字
北
軽
井
沢
二
〇
三
二
番
地
五
八
〇
七
）
に
対
し
て
当

社
の
ゴ
ル
フ
場
運
営
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
三
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町
大
字
北
軽
井
沢
二
〇
三

二
番
地
五
八
〇
七

北
軽
井
沢
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
元

健
司





令和年月日 金曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
エ
ル

グ
ラ
ン
菊
池（
住
所
熊
本
県
菊
池
市
西
寺
一
五
二
二
番
地
）

に
対
し
て
当
社
の
遊
技
場
（
所
在
熊
本
県
菊
池
市
西
寺
一

五
二
二
番
地

名
称
エ
ル
菊
池
店
）
経
営
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
七
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
五
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

大
分
市
碩
田
町
二
丁
目
二
番
三
〇
号

ビ
ー
プ
ラ
ス
･
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
田

憲
行

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
六
日
で
あ

り
、
組
織
変
更
後
の
商
号
はＳ

ａ
ｌ
ｖ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ

株
式
会

社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

福
島
県
郡
山
市
横
塚
二
丁
目
四
五
番
地
の
一
三

合
同
会
社Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ

代
表
社
員

星
川

千
修

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
八
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ス
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
二

二
〇

四
〇
七

Ｗ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ

ａ
ｌ
合
同
会
社

代
表
社
員

横
山

隆

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
一
五
番
一
一
号

二

〇
三

合
同
会
社
Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

代
表
社
員

柿
﨑

仁
士

組
織
変
更
公
告

当
農
事
組
合
法
人
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
の
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
、
当
法

人
の
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

福
井
市
島
寺
町
第
二
三
号
五
一
番
地

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
元
気

理
事

竹
内

天
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

岐
阜
県
高
山
市
江
名
子
町
二
六
〇
〇
番
地
三
一

合
同
会
社
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

代
表
社
員

河
合

史
生

組
織
変
更
公
告

当
社
は
総
株
主
の
同
意
に
よ
り
、
株
式
会
社
か
ら
合
同

会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
://a
sset -a

sia
.jp
/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
板
屋
町
一
〇
二
番
一
五

株
式
会
社
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ

Ａ
ｓ
ｉ
ａ

代
表
取
締
役

長

隼
平

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

大
阪
府
東
大
阪
市
長
堂
二
丁
目
一
四

一
五

サ
ン
ク
合
同
会
社

代
表
社
員

小
関

利
昭

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

福
岡
県
行
橋
市
宮
市
町
三
番
二
三
号

ス
リ
ー
ウ
ェ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
合
名
会
社

代
表
社
員

寺
本
征
一
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
欠
損
填
補
を
目
的
と
し
て
資
本
金
の
額
を
二

億
二
千
五
百
四
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
保
険
契
約
者
そ
の
他
の

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://flo

ra
l -sh
o
u
ta
n
.co
.jp
/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

仙
台
市
青
葉
区
水
の
森
三
丁
目
四
一
番
一
五
号
四
階

フ
ロ
ー
ラ
ル
共
済
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
下

鉱

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
八
十
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
向
町
五
六
〇
番
地
の

一

有
限
会
社
か
ん
と
め

代
表
取
締
役

菅

精
一

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
一
千
八
百
五
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
八
日

掲
載
頁

一
一
五
頁
（
号
外
第
九
十
九
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
九
番
一
号
日
本
橋

三
丁
目
ス
ク
エ
ア
一
一
階

大
晴
株
式
会
社

代
表
取
締
役

プ
ン
・
キ
ン
・
ワ

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://ey

e -u
n
iv
erse.co

.jp
/k
essa
n -3/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
四

一

四
黒
崎
ビ
ル
二
階

株
式
会
社
Ｅ
ｙ
ｅ

Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ

代
表
取
締
役

森
越

道
大

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
五
千
八
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://d
rh
m
.jp

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
三
号

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
サ
ッ
ポ
ロ
２
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栁

宏
二

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
〇
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
減
少
し
七
四
、
九
八
五
、
七
三
六
円
と
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://m

icin
.jp
/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
三
番
一
号
Ｋ
Ｄ
Ｘ
西

新
橋
ビ
ル
四
階

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ

代
表
取
締
役

原

聖
吾





令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
七
百
七
十
八
万
三
千
四

百
五
十
円
減
少
し
四
千
三
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

766381/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
一
月
六
日

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
東
二
丁
目
八
九

五
番
地
三
三

株
式
会
社
Ｎ
ｏ
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

代
表
取
締
役

石
井
宏
一
良

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
万
円
か
ら
一
億
円

減
少
し
て
九
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

名
古
屋
市
中
川
区
昭
和
橋
通
九
丁
目
七
八
番
地

有
限
会
社
全
広
産
業

代
表
取
締
役

大
平

里
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
二
百
五
十
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

京
都
市
伏
見
区
横
大
路
東
裏
町
九
九
番
地
の
五

有
限
会
社
イ
ー
グ
ル
重
機

代
表
取
締
役

森

龍
大

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
百
九
十
三
万

四
千
八
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
世
田
谷
区
給
田
四
丁
目
二
〇
番
二
三
号

Ｔ
・
Ｋ
・
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

今
村

直
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
十
八
億
円
、
資
本
準
備
金

の
額
を
四
十
八
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日

掲
載
頁

二
二
七
頁
（
号
外
第
一
六
三
号
）

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番
一
号

デ
ィ
ー
ア
ー
ル
ア
イ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
株

式
会
社

代
表
取
締
役

手
塚

万
峰

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
七
億
五
千
九
百
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
三
十
七
億
五
千
九
百
万
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
十
億
四
千
百
万
円
、
十
億
四
千
百
万
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.en
eo
s -d
rillin

g
.co
m

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
三
田
三
丁
目
五
番
二
七
号

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ド
リ
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

青
山

威
夫

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
六
百
七
十
六
万
五

千
八
百
五
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
五
千
五
百
二

十
六
万
五
千
八
百
五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
み

令
和
八
年
十
一
月
六
日

川
崎
市
麻
生
区
万
福
寺
一
丁
目
二
番
三
号
ア
ー
シ

ス
ビ
ル
七
階

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

樋
口

荘
祐

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
七
千
五
百
二
十
万
円
減

少
し
て
一
千
万
円
と
し
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
八
千

五
百
二
十
万
円
減
少
し
て
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
五
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
五
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.a
sf -ev

.co
m
/

令
和
八
年
十
一
月
六
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
二
丁
目
五
番
二

八
号
久
太
郎
町
恒
和
ビ
ル
七
階

Ａ
Ｓ
Ｆ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

振
角
ひ
と
み

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
二
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
午
前
八
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ

て
、
そ
の
所
有
す
る
株
式
二
百
株
を
二
万
株
と
す
る
株
式

分
割
に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

広
島
県
福
山
市
神
辺
町
大
字
川
南
六
三
六
番
地
一

株
式
会
社
か
こ
川
商
店

代
表
取
締
役

水
主
川
嘉
範

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

群
馬
県
渋
川
市
吹
屋
一
〇
九
三
番
地
の
四

株
式
会
社
赤
城
商
会

代
表
取
締
役

永
井

辰
弥

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
三
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
中
野
区
上
鷺
宮
三
丁
目
一
四
番
六
号

株
式
会
社
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄

代
表
取
締
役

野
口

直
樹

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
二
六
番

二
九
号

株
式
会
社
ケ
イ
エ
ム

代
表
取
締
役

生
田

高
將

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
李
在
玉

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
四
番
七
号
Ｔ

Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
ビ
ル
一
六
Ｆ
一
三
号
室

株
式
会
社
モ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
オ
ッ
ト

日
本
に
お
け
る
代
表
者

李

在

玉

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
吉
村
繁

隆
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
北
青
山
二
丁
目
一
四
番
四
号
Ｗ
ｅ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｔ
ｈ
ｅ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
ａ
ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

キ
ャ
ン
フ
ォ
ー
・
パ
ル
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

日
本
に
お
け
る
代
表
者

吉
村

繁
隆





令和年月日 金曜日 第号官 報
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0056/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｊ
Ｍ
カ
リ
ー
ナ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
億
四
千
九
百
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0074/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｊ
Ｍ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
一
千
三
百
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0128/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｊ
Ｍ
ド
ラ
コ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
八
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0061/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｊ
Ｍ
メ
ン
サ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
二
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0141/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｊ
Ｍ
ア
リ
エ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

新
規
信
託
分
割
の
公
告

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー
（
受
託
者
）
は
、左
記
の
と
お
り
、

令
和
八
年
十
二
月
九
日
付
で
左
記
一
の
信
託
を
新
規
信
託

分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託
の
特
定

信
託
の
当
事
者

委
託
者
兼
受
益
者

タ
イ
ヨ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会
社

鹿
児
島
市
南
栄
三
丁
目
一
四
番
地

受
託
者

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

鹿
児
島
市
南
栄
三
丁
目

一
四
番
地

信
託
の
年
月
日
及
び
契
約
名
称

令
和
四
年
三
月
一
日
付
自
己
信
託
設
定
証
書
（
そ

の
後
の
変
更
を
含
む
。）

二
、
従
前
の
信
託
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
財
産
状
況
開
示

資
料
等

右
記
一
の
信
託
に
つ
い
て
の
、信
託
法
施
行
規
則（
平

成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
七
条
第
二
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡

先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

三
、
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
従
前
の
信

託
及
び
新
た
な
信
託
の
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
履

行
の
見
込
み

い
ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡
先
に

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

四
、
連
絡
先

鹿
児
島
市
南
栄
三
丁
目
一
四
番
地

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

財
務
部

電
話
番
号

〇
九
九

二
六
八

一
二
一
四

令
和
八
年
十
一
月
六
日

受
託
者

鹿
児
島
市
南
栄
三
丁
目
一
四
番
地

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

代
表
取
締
役

清
川
継
一
朗

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

マ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式

会
社

代
表
取
締
役

有
川
志
津
雄

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

日
本
土
地
委
託
保
証
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
原

鐵
男

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

日
本
ビ
ル
バ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

有
川
志
津
雄

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

国
際
化
工
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

有
川
志
津
雄

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

第
一
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

有
川
志
津
雄

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

日
本
ビ
ル
委
託
株
式
会
社

代
表
取
締
役

有
川
志
津
雄
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